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公開健康講座を開催しました！

通所リハビリテーション関越中央は今年で開所5年目になります。当事業所は、こ
れまでケアマネージャー様や利用者様のご家族向けに見学会や介護報酬改定の勉強会
を開催し、各所と交流場面を設けてきました。一方で、地域の方々に向けた交流の機
会がありませんでした。

そこで、当院が循環器疾患を取り扱っている点や、専門職として運動指導が行える
強みを生かし、地域の皆様に病気や運動について知って頂く機会を設けさせて頂きま
した。今回は「地域の皆様の健康寿命への意識を高める」を目的として、「脳卒中・
心臓病に対する予防」をテーマに健康講座を開催致しました。

講座内容は、①脳卒中・心臓病の原因となる動脈硬化、②予防方法の概要、③予防
のための運動方法、の３点になります。③では参加された皆様に一緒に筋力トレーニ
ングを行って頂き、具体的なポイントを説明させて頂きました。
当日は、地域住民の皆様だけでなく、利用者様や介護予防サポーター様など、多く

の方にご参加頂きました。講義と体験を通して、ご自身の健康状態に意識を向けて頂
けたことと思います。当事業所の雰囲気も感じて頂けたのではないでしょうか。

アンケートでは「運動の大切さを実感した」「今後も講座を続けて欲しい」とのご
意見を頂き、好評のうちに終えることができました。
今後も地域の方々の健康維持を目指し、健康教室の開催を予定しています。どのよ

うなテーマであれば参加してみたいか、ご希望がありましたらお気軽に教えて頂けれ
ばと思います！

文責：三宮

当日の様子 運動のポイント



近年、高齢者を対象に「一人で行う運動や仲間と行う運動は、どの程度実践されているのか」「どちらの
運動が認知機能障害の抑制効果があるのか」の検証が行われています。
その結果、一人で行う運動は週2回以上実践者が4割越えの一方、仲間と行う運動は週2回以上実践者は2割

未満に留まっていました。認知機能障害の抑制効果は、どちらの運動も週2回以上の実践で統計的な効果が認
められました。さらに、一人で行う運動（22％リスク減）に比べ、仲間と行う運動（34％リスク減）でより
強い効果を示しました。この知見から、高齢者の認知機能低下予防においては、一人での運動の意義を認め
つつ、仲間と行う運動を推奨していくことが重要と考えられます。家族と会話しながらウォーキングする
「ながら運動」や、地域の運動教室への参加から初めてみるのも良いかもしれません。

参考：TSUKUBA JOURNAL：「運動は一人よりも仲間と行う方が認知機能の低下予防に効果的」
https://www.tsukuba.ac.jp/journal/medicine-health/20230112141500.html
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入院だけでなく外来リハにも対応しております。
主治医にご相談ください。
施設基準
心大血管疾患リハビリテーション料Ⅰ
脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅰ
廃用症候群リハビリテーション料Ⅰ
運動器リハビリテーション料Ⅰ
呼吸器リハビリテーション料Ⅰ
がん患者リハビリテーション料
摂食機能療法

1～2時間の短時間通所リハ、6～7時間の長時間
通所リハを行っております。
相談員業務をリハ職が行うことにより、利用者様
に合わせた最適なプランを提案させて頂きます。

病院で急性期リハを学んだ職員が対応することで、
心臓・呼吸に問題のある利用者様も安心してご利
用頂けます。

■医療法人 関越中央病院

■ 通所リハビリテーション関越中央

■ 訪問リハビリテーション関越中央

運動は仲間と行う方が認知機能低下予防に効果あり？

心臓リハ部門主任
松下知史

病院リハ部門主任
丸山あすみ 田口裕一

介護リハ部門主任
狩野和子 津久井亮

○：受け入れ可能 △：要相談 × 受入困難

空き状況 月 火 水 木 金

短時間型通所リハ １クール
9：00～10：15 〇 △ 〇 △ 〇

短時間型通所リハ ２クール
10：30～11：45 △ △ 〇 〇 △

長時間型通所リハ
9：00～15：15 〇 〇 〇 △ 〇

訪問リハビリ
13：00～17：00 △ 〇 〇 △ △
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